
 

22 

 

〈
会
員
の
広
場
：
論
文
〉 

   

和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
に

か
か
る
最
終
的
考
察 

浅

 

岡

 

純 

朗 

 
T

h
e
 v

e
r
y

 la
s
t s

e
q

u
e

n
c
e
 o

f m
y

 s
tu

d
y

 

o
n

 th
e
 d

e
v

e
lo

p
m

e
n

t o
f K

u
g

ir
e

 

&
 e

x
p

r
e
s
s
io

n
s
 in

 W
A

K
A

.
 

…
…
…
…
…A

S
A

O
K

A
 
 
S

U
M

IA
K

I
 

 

 

 
 

【
ご
あ
い
さ
つ
】 

 
 

こ
の
た
び
は
、
Ｕ
Ｅ
Ｊ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
拙
稿
を
掲
載
く
だ
さ
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
論
文
は
、
古
典
和
歌
に
お
け
る
文
の
構
成
と
り
わ
け
句
の
切
れ
と

続
き
に
か
か
る
表
現
技
法
と
し
て
「
句
切
れ
」
、「
句
の
終
わ
り
に
現
れ
る
接
続
助
詞
」

に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
る
る
触
れ
て
き
た
も
の
の
最
終
的
な
考
察
を
述
べ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
私
も
こ
の
三
月
一
日
に
満
八
十
歳
（
男
性
の
平
均
寿
命
）
に
達
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
論
述
を
も
っ
て
、
『
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
（
第
１
０
巻
、
第

１
・
２
号
合
併
号
。
紀
尾
井
生
涯
学
習
研
究
会
）
以
来
九
年
に
わ
た
る
、
生
涯
学
習

と
し
て
の
古
典
和
歌
研
究
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

一 

老
後
の
「
生
き
が
い
」
と
生
涯
学
習 

 
 

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
『
週
刊 

年
金
実
務
』
（
社
会
保
険
実
務
研
究
所
）
の
紙

上
で
、
子
ど
も
時
代
の
「
学
び
が
い
」
、
成
年
時
代
の
「
働
き
が
い
」
に
並
ぶ
三
番
目

の
甲
斐
と
し
て
老
後
の
「
生
き
が
い
」
を
挙
げ
、
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
が
「
生
涯

学
習
」
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
今
も
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

二 

「
和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
に
か
か
る
最

終
的
考
察
」
（
要
旨
） 

(

一)
 

こ
れ
ま
で
、
和
歌(

短
歌)

に
お
け
る
文
の
構
成
上
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す

「
句
の
切
れ
と
続
き
」
に
つ
い
て
、
表
現
技
法
と
し
て
の
「
句
切
れ
」
と
「
句
の
終

わ
り
に
現
わ
れ
る
接
続
助
詞
」
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
相
互
の
関
係
や
歌
風
へ
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
る
る
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ 

（
二
） 

こ
の
論
考
で
は
、
①
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
が
万
葉
短
歌
以
後
新
古
今
短

歌
ま
で
い
か
な
る
表
現
を
原
因
と
し
て
増
え
続
け
た
か
に
つ
き
初
出
歌
を
追
う
こ

と
に
よ
り
、
②
二
句
切
れ
が
古
今
短
歌
以
後
新
古
今
短
歌
ま
で
、
四
句
切
れ
が
古
今

短
歌
以
後
、
拾
遺
・
後
拾
遺
短
歌
ま
で
減
り
続
け
る
中
で
、
い
か
な
る
表
現
を
残
し

得
た
か
に
つ
き
「
頻
出
歌
」
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
よ
う

と
試
み
た
。 

（
三
） 

そ
の
結
果
、
①
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
に
あ
っ
て
は
、
呼
び
か
け
→

短
文
→
倒
置
と
い
う
簡
潔
な
表
現
か
ら
複
雑
な
表
現
に
向
か
っ
て
増
え
続
け
た
こ
と
、

②
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
に
あ
っ
て
は
、
複
雑
な
内
容
を
盛
り
込
み
、
意
外
性
を
強
調

で
き
る
「
短
文
表
現
」
を
残
し
つ
つ
、
前
記
①
と
同
様
の
順
序
で
減
り
続
け
た
こ
と
が
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明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

【
本
論
】 

 

 

は
じ
め
に 

 

こ
れ
ま
で
、
和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
文
の
構
成
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
句
の
切
れ
と
続
き
に
つ
い
て
、
表
現
技
法
と
し
て
の
「
句
切
れ
」
と
「
句

の
終
わ
り
に
現
わ
れ
る
接
続
助
詞
」
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
相
関
性
や
歌
風

へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
る
る
述
べ
て
き
た
⑻
⑼
が
、
今
回
は
、
句
切
れ
と

そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 

㈠ 

句
切
れ
の
展
開 

和
歌(

短
歌)

の
表
現
技
法
の
一
つ
で
あ
る
「
句
切
れ
」
は
、 

「
複
数
の
文
か
ら
な
る
短
歌
で
、
結
句
（
第
五
句
）
以
外
の
何
句
目
で
文

が
終
わ
っ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
。
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
、
初
句
切
れ
・

二
句
切
れ
・
三
句
切
れ
、
四
句
切
れ
と
い
う
。
『
万
葉
集
』
の
時
代
で
は
、

二
句
切
れ
・
四
句
切
れ
が
、『
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
は
三
句
切
れ
が
、『
新

古
今
和
歌
集
』
の
時
代
は
初
句
切
れ
・
三
句
切
れ
が
、
比
較
的
多
い
。
」
⑴ 

と
あ
る
。
句
切
れ
の
大
数
的
観
察
か
ら
す
る
と
、
こ
の
指
摘
は
お
お
む
ね
妥

当
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
句
切
れ
が
い
か
な
る
表
現
を
原
因
と
し
て
生
じ

た
の
か
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
『
万
葉
集
』
の
時

代
に
お
い
て
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
が
頻
用
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

が
、
初
句
切
れ
や
三
句
切
れ
も
少
数
な
が
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
。
次
の
二
首

は
、
詠
歌
年
代
が
判
明
し
て
い
る
最
古
の
三
句
・
四
句
切
れ
、
初
句
・
二
句

切
れ
で
あ
る
。 

・
か
む
な
び
の 

い
は
せ
の
も
り
の 

よ
ぶ
こ
ど
り
（
ヨ
）
／
い
た
く
な
な

き
そ
／
あ
が
こ
ひ
ま
さ
る
（
巻
八
・
春
雑
歌
・
一
四
一
九
・
鏡
王
女
・
天
智

（
六
六
一
～
六
七
一)

未
詳
） 

・
ほ
と
と
ぎ
す
（
ヨ
）
／ 

い
た
く
な
な
き
そ
／ 

な
が
こ
ゑ
を 

さ
つ
き

の
た
ま
に 

あ
へ
ぬ
く
ま
で
に
（
巻
八
・
夏
雑
歌
・
一
四
六
五
・
藤
原
夫
人
・

天
武(

六
七
二
～
六
八
六)

未
詳
） 

㈡ 

句
切
れ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現 

 

い
っ
た
い
に
、
和
歌
の
一
般
的
な
あ
り
方
が
、
自
然
の
発
想
の
ま
ま
の
順

序
ど
お
り
に
句
切
れ
な
し
に
表
現
す
る
こ
と
（
表
１
。
句
切
れ
の
発
現
率
約

１
０
％
、
よ
っ
て
無
句
切
れ
が
９
０
％
）
だ
と
す
る
と
、
句
切
れ
は
、
と
も

す
れ
ば
和
歌
表
現
の
流
れ
を
切
れ
切
れ
に
し
か
ね
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
技
法
を
選
ぶ
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
・
効
果
が
な
く
て
は
な
る

ま
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、 

「
要
す
る
に
、
句
切
れ
が
生
ず
る
原
因
は 

一 

名
実
と
も
に
、
倒
置
法
的
表
現
を
と
っ
た
場
合 

二 

呼
び
か
け
的
表
現
が
な
さ
れ
る
場
合 

三 
繰
り
返
し
に
、
同
一
ま
た
は
相
等
し
い
語
句
が
用
い
ら
れ
る
場
合 

の
三
つ
に
絞
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」 

と
看
破
し
た
の
は
松
田
武
夫
氏
⑵
で
あ
り
、
句
切
れ
の
効
果
に
つ
い
て
も
、 

「
句
切
れ
の
原
因
を
、
倒
置
・
呼
び
か
け
・
繰
り
返
し
の
三
点
に
求
め
、



 

24 

 

そ
う
し
た
原
因
か
ら
生
じ
た
句
切
れ
の
部
分
は
、
等
し
な
み
に
強
調
さ
れ

る
共
通
性
を
有
す
る
」 

と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、
ま
ず
「
倒
置
」
は
時
代
に
よ
っ
て

「
句
切
れ
の
位
置
」
は
変
わ
っ
て
も
句
切
れ
の
総
数
に
占
め
る
割
合
は
約
三

五
％
～
四
〇
％
、
次
に
「
呼
び
か
け
」
は
約
一
〇
％
～
一
五
％
と
あ
ま
り
変

化
が
な
い
が
、「
繰
り
返
し
」
は
こ
れ
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
万

葉
集
』
の
時
代
で
も
二
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、『
万
葉
集
』
の

時
代
か
ら
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
に
至
る
句
切
れ
の
展
開
は
、
松
田
論

文
に
い
う
「
倒
置
・
呼
び
か
け
・
繰
り
返
し
の
三
点
」
以
外
に
も
、
原
因
と

な
る
表
現
を
想
定
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
今
こ
こ
に
、「
倒
置
表
現
」
の
二

首
が
あ
る
。 

・
く
や
し
か
も
／ 

か
く
し
ら
ま
せ
ば 

あ
を
に
よ
し 
く
ぬ
ち
こ
と
ご
と

み
せ
ま
し
も
の
を
（
万
葉
巻
五
・
雑
歌
・
七
九
七
・
山
上
憶
良
・
神
亀
五

（
七
二
八
年
） 

・
や
ま
と
に
は 

な
き
て
か
く
ら
む
／ 

よ
ぶ
こ
ど
り 

き
さ
の
な
か
や
ま

よ
び
ぞ
こ
ゆ
な
る
（
万
葉
巻
一
・
雑
歌
・
七
〇
・
高
市
連
黒
人
） 

同
じ
倒
置
表
現
で
も
、
前
者
は
一
首
の
結
論
た
る
述
部
が
初
句
に
倒
置
さ

れ
た
も
の
、
後
者
は
一
首
の
う
ち
の
句
単
位
の
短
文
（
文
法
的
に
は
単
文
）

の
述
部
が
第
二
句
に
倒
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
内
容
は
呼
び
か
け

で
あ
っ
て
も
、
表
現
形
式
は
「
倒
置
表
現
」
に
分
類
す
べ
き
次
の
よ
う
な
一

首
も
あ
る
。 

・
い
も
が
た
め 

わ
れ
た
ま
ひ
り
ぬ
／ 

お
き
へ
な
る 

た
ま
よ
せ
も
ち
こ

／ 

お
き
つ
し
ら
な
み
（
万
葉
巻
九
・
雑
歌
・
一
六
六
五
・
作
者
未
詳
） 

さ
ら
に
、
二
句
・
四
句
切
れ
で
、
最
古
の
「
繰
り
返
し
表
現
」
が
あ
る
。 

・
わ
れ
は
も
や 

や
す
み
こ
え
た
り
／ 

み
な
ひ
と
の 

え
か
て
に
す
と
い

ふ
／ 

や
す
み
こ
え
た
り
（
万
葉
巻
二
・
相
聞
・
九
五
・
藤
原
鎌
足
・
天
智

未
詳
） 

 

他
方
、
倒
置
で
も
呼
び
か
け
で
も
繰
り
返
し
で
も
な
い
最
古
の
二
句
切
れ

の
表
現
が
あ
る
。 

・
わ
が
せ
こ
は 

か
り
い
ほ
つ
く
ら
す
／
か
や
な
く
は 

こ
ま
つ
が
し
た
の

か
や
を
か
ら
さ
ね
（
万
葉
巻
一
・
雑
歌
・
一
一
・
中
皇
命
・
斉
明
四(

六
五

八)

年
） 

前
者
は
「
や
す
み
こ
え
た
り
」
の
「
繰
り
返
し
表
現
」
で
よ
い
が
、
後
者

は
文
の
構
成
か
ら
す
れ
ば
「
わ
が
背
子
は
仮
盧
作
ら
す
」
と
い
う
主
述
の
整

っ
た
短
文
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
表
現
は
、
万
葉
短
歌
の
句
切
れ
の
半
数
近

く
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
「
（
私
は
）
安
見
子
得
た
り
」
を
後

者
と
同
じ
短
文
表
現
の
一
環
と
み
な
せ
ば
、
松
田
論
文
に
い
う
繰
り
返
し
は
、

「
繰
り
返
し
表
現
改
メ
短
文
表
現
」
と
し
て
く
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
検
討
結
果
を
整
理
し
、
松
田
論
文
に
い
う
①
倒
置
表
現
の
下
位
区
分
と

し
て
「
長
文
・
倒
置
表
現
」
及
び
「
短
文
・
倒
置
表
現
」
、
➁
呼
び
か
け
表
現

の
下
位
区
分
と
し
て
「
呼
び
か
け
・
倒
置
表
現
」
、
③
繰
り
返
し
改
メ
短
文
表

現
の
下
位
区
分
と
し
て
「
短
文
・
省
略
表
現
」
を
加
え
表
１
及
び
２
の
区
間

を
確
定
し
た
。 

こ
の
論
考
で
は
、
『
万
葉
集
』
の
短
歌
形
式
の
和
歌
（
以
下
「
万
葉
短
歌
」

と
い
う
）
四
一
八
九
首
の
う
ち
詠
歌
年
代
が
明
ら
か
な
二
〇
九
五
首
、『
古
今
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和
歌
集
』
の
短
歌
形
式
の
和
歌
（
以
下
「
古
今
短
歌
」
と
い
う
）
一
〇
九
一

首
、『
拾
遺
和
歌
集
』
及
び
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
短
歌
形
式
の
和
歌
（
以
下

「
拾
遺
・
後
拾
遺
短
歌
」
と
い
う
）
二
五
五
四
首
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
和

歌
（
以
下
「
新
古
今
短
歌
」
と
い
う
）
一
九
七
八
首
を
テ
ク
ス
ト
⑶
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
短
歌
に
存
在
す
る
句
切
れ
の
位
置
、
そ
の
原

因
と
な
っ
た
表
現
と
の
相
関
的
分
布
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
基
礎
に
、
①
『
万

葉
集
』
以
後
い
か
な
る
表
現
を
原
因
と
し
て
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
が
生
じ
、

か
つ
、
増
加
し
た
の
か
、
➁
『
古
今
和
歌
集
』
以
後
い
か
な
る
表
現
が
二
句

切
れ
、
四
句
切
れ
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
残
り
、
増
加
し
続
け
た
の

か
、
の
両
面
に
つ
い
て
、
紙
数
の
許
す
か
ぎ
り
詳
細
に
述
べ
た
い
と
思
う
。 

㈠ 

万
葉
短
歌
の
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
と
初
出
表
現 

万
葉
短
歌
の
う
ち
詠
歌
年
代
が
明
ら
か
な
二
〇
九
五
首
に
存
在
す
る
句
切

れ
八
三
五
回
の
多
く
は
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
で
七
二
六
回
・
八
七
％
に
上

る
が
、
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
も
一
〇
九
回
・
一
三
％
を
占
め
る
。
以
後
の

時
代
に
向
け
、
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
が
増
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
そ
の

初
出
歌
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
葉
短
歌
の
初
句
切
れ
や
三
句
切
れ

が
い
か
な
る
表
現
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
の
か
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

「
は
じ
め
に
」
で
前
出
し
た
よ
う
に
、
万
葉
短
歌
の
初
句
切
れ
、
三
句
切

れ
の
う
ち
最
古
の
初
出
歌
は
、
三
句
切
れ
の
呼
び
か
け
表
現
で
あ
り
、
次
に

現
わ
れ
た
の
は
初
句
切
れ
の
呼
び
か
け
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
呼

び
か
け
表
現
こ
そ
が
初
句
切
れ
や
三
句
切
れ
に
相
応
し
い
表
現
と
し
て
真
っ

先
に
着
想
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
呼
び
か
け
表
現
に
し

て
も
呼
び
か
け
の
相
手
方
（
対
象
）
を
省
略
し
た
り
、
呼
び
か
け
の
述
部
を

倒
置
し
た
り
す
る
表
現
は
、
万
葉
第
四
期
・
天
平
一
一
（
七
三
九
）
年
の
巫

部
麻
蘇
娘
子
歌
（
巻
八
・
秋
相
聞
・
一
六
二
一
）
、
古
今
短
歌
の
六
歌
仙
時
代

の
三
国
町
歌
ま
で
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
古
い
初
出
歌
は
、
三
句
切
れ
の
短
文
表
現
で
あ
っ
た
。 

・
か
は
の
へ
の 

ゆ
つ
い
は
む
ら
に 

く
さ
む
さ
ず
／
つ
ね
に
も
が
も
な
／

と
こ
を
と
め
に
て
（
巻
一
・
雑
歌
・
二
二
・
吹
黄
刀
自
・
天
武
四
（
六
七
五
）

年
） 

・
お
く
れ
ゐ
て 

こ
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は 

（
私
ハ
）
お
ひ
し
か
む
／ 

み
ち

の
く
ま
み
に 

し
め
ゆ
へ
わ
が
せ
（
巻
二
・
相
聞
・
一
一
五
・
但
馬
皇
女
・

持
統
年
次
（
六
八
六
～
六
九
七
）
未
詳
） 

前
者
は
主
述
の
整
っ
た
短
文
表
現
、
後
者
は
主
部
を
欠
い
た
「
短
文
・
省
略

表
現
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
初
句
切
れ
の
表
現
と
し

て
現
わ
れ
る
の
は
万
葉
第
三
期
・
和
銅
四
（
七
一
一
）
～
天
平
五
（
七
三
三
）

年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。 

・
つ
く
よ
よ
し
／ 

か
は
の
お
と
き
よ
し
／ 

い
ざ
こ
こ
に 

ゆ
く
も
ゆ
か

ぬ
も 

あ
そ
び
て
ゆ
か
む
（
巻
四
・
相
聞
・
五
七
一
・
大
伴
四
調
・
天
平
二

（
七
三
〇
）
年
） 

・（
酒
ヲ
飲
マ
ナ
イ
人
ハ
）
あ
な
み
に
く
／ 

さ
か
し
ら
を
す
と 

さ
け
の
ま

ぬ 

ひ
と
を
よ
く
み
ば 

さ
る
に
か
も
に
む
（
前
出
） 

最
後
に
、「
倒
置
表
現
」
の
初
出
歌
も
三
句
切
れ
、
初
句
切
れ
の
順
で
現
わ

れ
た
。 

・
わ
が
い
の
ち
し 

ま
さ
き
く
あ
ら
ば 

ま
た
も
み
む
／
し
が
の
お
ほ
つ
に

よ
す
る
し
ら
な
み
（
ヲ
）（
巻
三
・
雑
歌
・
二
八
八
・
穂
積
朝
臣
老
・
養
老
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六
（
七
二
二
）
年
） 

・
く
や
し
か
も
／ 

か
く
し
ら
ま
せ
ば 

あ
を
に
よ
し 

く
ぬ
ち
こ
と
ご
と

み
せ
ま
し
も
の
を
（
前
出
） 

な
お
、
万
葉
短
歌
の
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
に
つ
い
て
は
、
句
切
れ
及
び

そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
の
す
べ
て
が
万
葉
第
二
期
（
天
武
二
（
六
七
三
）

～
和
銅
三
（
七
一
〇
）
年
）
ま
で
に
初
出
し
て
い
る
が
、
紙
数
の
都
合
も
あ

り
、
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。 

㈡ 

古
今
短
歌
の
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
と
初
出
表
現 

古
今
短
歌
一
〇
九
一
首
に
存
在
す
る
句
切
れ
四
六
一
回
の
う
ち
、
依
然
と

し
て
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
が
二
七
九
回
・
六
一
％
を
占
め
る
が
、
初
句
切

れ
、
三
句
切
れ
も
一
八
二
回
・
三
九
％
を
占
め
る
ま
で
に
増
加
し
て
き
た
。

万
葉
短
歌
で
初
出
を
見
ず
、
古
今
短
歌
で
よ
う
や
く
初
出
を
見
た
初
句
切
れ
、

三
句
切
れ
に
、
次
の
三
首
が
あ
る
。 

・
や
よ
や
ま
て
／ 

山
郭
公
（
ヨ
）
／ 

事
づ
て
む
／ 

我
世
中
に
す
み
わ

び
ぬ
と
よ
（
巻
三
・
夏
歌
・
一
五
二
・
み
く
に
の
ま
ち
・
六
歌
仙
時
代
（
嘉

祥
三
～
寛
平
二
）
年
・
八
五
〇
～
八
九
〇
年
・
年
代
不
明
） 

・
今
ぞ
知
る
／ 

く
る
し
き
物
と
／ 

人
ま
た
む
さ
と
を
ば
か
れ
ず
と
ふ
べ

か
り
け
り
（
巻
一
八
・
雑
歌
下
・
九
六
九
・
な
り
ひ
ら
朝
臣
・
六
歌
仙
時
代

（
前
出
）
・
年
代
不
明
） 

・
わ
す
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ
／
お
も
ひ
き
や
／
雪
ふ
み
わ
け
て
君
を
見
む

と
は
（
巻
一
八
・
雑
歌
下
・
九
七
〇
・
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
・
貞
観
一
五
（
八

七
三
）
年
） 

一
首
目
「
や
よ
や
ま
て
」
は
初
句
切
れ
の
「
呼
び
か
け
・
倒
置
表
現
」
、
二
首

目
「
今
ぞ
知
る
」
は
初
句
切
れ
の
「
短
文
・
倒
置
表
現
」
、
三
首
目
「
お
も
ひ

き
や
」
は
三
句
切
れ
の
「
短
文
・
倒
置
表
現
」
で
あ
る
。 

 

初
出
歌
か
ら
見
た
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
と

の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
①
句
切
れ
の
発
生
で
は
、
倒
置
・
呼
び
か
け
・
繰

り
返
し
改
メ
短
文
の
三
つ
の
表
現
と
も
に
、
ま
ず
三
句
切
れ
で
試
み
ら
れ
て

か
ら
初
句
切
れ
に
移
る
こ
と
、
➁
句
切
れ
の
原
因
と
な
る
表
現
は
、
呼
び
か

け
→
繰
り
返
し
改
メ
短
文
→
倒
置
の
順
で
現
わ
れ
る
こ
と
、
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
と
く
に
、
初
句
切
れ
に
つ
い
て
は
初
句
が
五
音
と
い
う
窮
屈
な
表
現

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
㋐
呼
び
か
け
と
い
う
簡
潔
か
つ
率
直
な
表
現
が

好
ま
れ
た
こ
と
、
㋑
短
文
や
倒
置
と
い
う
複
雑
か
つ
技
巧
的
な
表
現
は
三
句

切
れ
で
い
っ
た
ん
試
さ
れ
て
か
ら
初
句
切
れ
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
㋒
万
葉

短
歌
の
初
句
切
れ
は
一
九
回
中
一
二
回
、
古
今
短
歌
に
あ
っ
て
は
二
〇
回
中

八
回
も
二
句
切
れ
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
㋓
初
句
切
れ
で
も
三

句
切
れ
で
も
そ
の
原
因
と
な
る
呼
び
か
け
・
短
文
・
倒
置
と
い
う
基
本
的
な

表
現
に
、
倒
置
や
省
略
と
い
っ
た
下
位
区
分
の
表
現
要
素
が
加
味
さ
れ
る
ま

で
に
か
な
り
長
い
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
な
ど
も
判
明
し
て
い
る
（
表
２
）
。 

二 

二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
で
も
句
切
れ
の
原
因
と
な
り
続
け
た
表
現 

㈠ 

「
頻
出
表
現
」
の
定
義 

こ
の
論
考
に
お
け
る
用
語
の
定
義
と
し
て
「
頻
出
表
現
」
と
は
、
古
今
短

歌
以
後
減
り
続
け
る
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
の
和
歌
（
短
歌
）
の
う
ち
生
き

残
っ
て
増
加
す
る
表
現
を
い
い
、
そ
の
表
現
が
頻
出
す
る
か
否
か
の
判
断
指

標
は
、
①
当
代
に
お
け
る
当
該
句
切
れ
の
割
合
を
一
〇
〇
と
し
た
と
き
の
そ

の
句
切
れ
の
原
因
の
割
合
が
前
代
に
お
け
る
割
合
に
比
較
し
て
増
加
（
相
対
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的
寄
与
度
が
プ
ラ
ス
）
、
➁
当
代
に
お
け
る
句
切
れ
の
総
数
（
句
切
れ
計
）
を

一
〇
〇
と
し
た
と
き
の
当
該
句
切
れ
の
原
因
の
割
合
が
前
代
に
お
け
る
割
合

に
比
較
し
て
増
加
（
絶
対
的
寄
与
度
が
プ
ラ
ス
）
の
い
ず
れ
を
も
満
足
し
た

場
合
を
「
頻
出
」（
例
歌
の
巻
数−

歌
番
号
で
表
示
）
、
そ
の
い
ず
れ
も
減
少
し

た
場
合
を
「
減
少
」
と
し
、
そ
れ
以
外
は
斜
線
で
表
示
し
た
（
表
２
）
。 

㈡ 

古
今
短
歌
の
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
の
頻
出
表
現 

 

古
今
短
歌
の
二
句
切
れ
は
、
万
葉
短
歌
の
三
六
五
回
・
四
四
％
か
ら
、
一

九
九
回
・
四
三
％
に
微
減
し
た
が
、
。
句
切
れ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
は
お
お

む
ね
増
加
し
、
減
少
は
「
短
文
表
現
」
に
限
ら
れ
た
。 

・
い
ざ
さ
く
ら
（
ヨ
）
／ 

我
も
ち
り
な
む
／
ひ
と
さ
か
り
あ
り
な
ば
人
に

う
き
め
見
え
な
む
（
巻
二
・
春
歌
下
・
七
七
・
そ
う
く
法
し
・
呼
び
か
け
表

現
） 

・
名
に
し
お
は
ば
い
ざ
事
と
は
む
／ 

宮
こ
ど
り
（
ヨ
）
／ 

わ
が
思
ふ
人

は
あ
り
や
な
し
や
と
（
巻
九
・
羈
旅
歌
・
四
一
一
・
在
原
業
平
朝
臣
・
呼
び

か
け
・
倒
置
表
現
） 

・
梅
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
／ 

久
方
の
あ
ま
ぎ
る
雪
の
な
べ
て
ふ
れ
れ
ば
（
巻

六
・
冬
歌
・
三
三
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
長
文
・
倒
置
表
現
） 

・
我
の
み
ぞ
か
な
し
か
り
け
る
／ 

ひ
こ
ぼ
し
も
あ
は
で
す
ぐ
せ
る
年
し
な

け
れ
ば
（
巻
一
二
・
恋
歌
二
・
六
一
二
・
み
つ
ね
・
短
文
・
倒
置
表
現
） 

・（
オ
邸
ガ
）
う
ち
つ
け
に
さ
び
し
く
も
あ
る
か
／ 

も
み
ぢ
ば
も
ぬ
し
な
き

や
ど
は
色
な
か
り
け
り
（
巻
一
六
・
哀
傷
歌
・
八
四
八
・
近
院
右
の
お
ほ
い

ま
う
ち
ぎ
み
→
源
能
有
・
短
文
・
省
略
表
現
） 

ま
た
、
四
句
切
れ
は
、
万
葉
短
歌
の
三
六
一
回
・
四
三
％
か
ら
八
〇
回
・
一

八
％
に
激
減
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
多
く
の
表
現
も
減
少
し
た
が
、「
長
文
・
倒

置
表
現
」
、
「
呼
び
か
け
表
現
」
に
限
っ
て
は
増
加
し
た
。 

・
秋
な
れ
ば
山
と
よ
む
ま
で
な
く
し
か
に
我
お
と
ら
め
や
／ 

ひ
と
り
ぬ
る

よ
は
（
巻
一
二
・
恋
歌
二
・
五
八
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
長
文
・
倒
置
表
現
） 

・
み
な
人
は
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
／ 

こ
け
の
た
も
と
よ
／ 

か
わ
き
だ

に
せ
よ
（
巻
一
六
・
哀
傷
歌
・
八
四
七
・
僧
正
遍
照
・
呼
び
か
け
表
現
） 

こ
の
こ
と
か
ら
、
句
切
れ
の
減
少
に
つ
れ
て
減
少
す
る
表
現
に
対
し
、
句
切

れ
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
残
り
増
え
続
け
る
表
現
は
、
最
も
複
雑
か

つ
技
巧
性
の
高
い
表
現
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
意
外
性
や
強
調
性
の
濃
厚
な

表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

㈢ 

拾
遺
・
後
拾
遺
短
歌
の
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
の
頻
出
表
現 

一
般
に
、
和
歌
（
短
歌
）
表
現
の
様
式
を
「
歌
風
」
と
い
い
、
和
歌
史
に

お
け
る
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
の
独
自
性
を
認
め
、
三
歌
集
の
歌
風
の
相
違

を
互
い
に
他
と
の
比
較
に
よ
っ
て
論
じ
た
の
は
、
近
世
中
期
の
契
沖
『
万
葉

代
匠
記
惣
釈
』
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
万
葉
調
か
ら
古
今
調
へ
の
間
に

は
大
き
な
歌
集
（
例
え
ば
勅
撰
和
歌
集
）
が
な
く
、
内
容
で
比
較
す
る
ほ
か

な
い
。
古
今
調
か
ら
新
古
今
調
へ
の
転
換
点
に
は
拾
遺
短
歌
、
後
拾
遺
短
歌

が
存
在
す
る
。
先
行
研
究
と
し
て
、
①
語
彙
史
の
立
場
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』

を
転
換
点
と
す
る
西
端
幸
雄
氏
⑷
や
上
野
理
氏
⑸
、
➁
『
拾
遺
和
歌
集
』
を

「
三
代
集
の
達
成
」
、「
古
今
的
世
界
の
終
結
」
と
み
な
す
小
町
谷
照
彦
氏
⑹
、

菊
地
靖
彦
氏
⑺
ら
が
あ
る
が
、
①
大
数
的
観
察
か
ら
す
る
と
初
句
切
れ
、
三

句
切
れ
が
句
切
れ
の
五
三
％
、
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
が
四
七
％
と
な
る
『
拾

遺
和
歌
集
』
が
、
➁
各
句
切
れ
の
構
成
比
の
変
動
か
ら
す
る
と
初
句
切
れ
、
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三
句
切
れ
が
句
切
れ
の
六
二
％
、
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
が
三
八
％
と
な
る

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
が
転
換
点
と
し
て
視
野
に
入
る
。
そ
こ
で
、
拾
遺
短
歌
・

後
拾
遺
短
歌
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
「
転
換
期
の
短
歌
な
い
し
歌
風
」
と
み

な
す
こ
と
と
し
た
。
転
換
期
に
お
い
て
も
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
は
増
え
続

け
、
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
は
減
り
続
け
た
。
そ
れ
ら
の
句
切
れ
の
原
因
と

な
っ
た
表
現
は
も
っ
と
複
雑
な
動
勢
を
示
し
た
。
増
え
続
け
る
句
切
れ
の
う

ち
に
あ
っ
て
も
「
呼
び
か
け
表
現
」
や
「
短
文
表
現
」
は
早
く
も
減
少
に
転

じ
た
し
、
逆
に
、
減
り
続
け
る
句
切
れ
に
あ
っ
て
も
「
長
文
・
倒
置
表
現
」

や
「
短
文
・
倒
置
」
、
「
短
文
・
省
略
」
の
表
現
は
引
き
続
き
増
加
し
た
。 

・
こ
こ
ろ
あ
ら
む
人
に
み
せ
ば
や
／ 

つ
の
く
に
の
な
に
は
わ
た
り
の
は
る

の
け
し
き
を
（
後
拾
遺
第
一
・
春
上
・
四
三
・
能
因
法
師
・
長
文
・
倒
置
表

現
） 

・
野
辺
見
れ
ば
（
皆
ガ
）
わ
か
な
つ
み
け
り
／
む
べ
し
こ
そ
か
き
ね
の
草
も

は
る
め
き
に
け
り
（
拾
遺
巻
一
・
春
・
一
九
・
つ
ら
ゆ
き
・
短
文
・
省
略
表

現
） 

・
あ
か
ず
の
み
お
も
ほ
え
む
を
ば
い
か
が
せ
ん
／ 

か
く
こ
そ
は
見
め
／ 

秋
の
よ
の
月
（
ヲ
）（
拾
遺
巻
三
・
秋
・
一
七
四
・
も
と
す
け
・
短
文
・
倒
置

表
現
） 

・
う
き
ま
ま
に
い
と
ひ
し
身
こ
そ
を
し
ま
る
れ
／
（
命
ガ
）
あ
れ
ば
ぞ
み
け

る
／ 

あ
き
の
よ
の
つ
き
（
後
拾
遺
第
四
・
秋
上
・
二
六
三
・
藤
原
隆
成
・

短
文
・
省
略
表
現
） 

・（
私
ハ
）
わ
が
せ
こ
を
こ
ふ
る
も
く
る
し
／ 

い
と
ま
あ
ら
ば
ひ
ろ
ひ
て
ゆ

か
む
／ 

恋
忘
が
ひ
（
ヲ
）（
拾
遺
巻
一
九
・
雑
恋
・
一
二
四
五
・
坂
上
娘
女
・

二
句
切
れ
短
文
・
省
略
表
現
及
び
四
句
切
れ
短
文
・
倒
置
表
現
） 

㈣ 

新
古
今
短
歌
の
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
の
頻
出
表
現 

新
古
今
短
歌
一
九
七
八
首
に
存
在
す
る
句
切
れ
八
四
一
回
の
う
ち
、
初
句

切
れ
、
三
句
切
れ
は
五
二
五
回
・
六
二
％
、
二
句
切
れ
は
さ
ら
に
減
っ
て
一

七
五
回
・
二
一
％
、
四
句
切
れ
は
や
や
増
え
て
一
四
一
回
・
一
七
％
と
な
っ

た
。
新
古
今
短
歌
に
お
け
る
頻
出
歌
は
、
①
二
句
切
れ
は
句
切
れ
と
し
て
は

減
り
つ
つ
も
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
の
う
ち
、「
長
文
・
倒
置
」
、「
短
文
・

省
略
」
の
二
つ
の
表
現
は
、
な
お
も
増
え
続
け
、
➁
四
句
切
れ
は
句
切
れ
と

し
て
や
や
持
ち
直
し
「
呼
び
か
け
・
倒
置
」
、
「
短
文
・
倒
置
」
、
「
短
文
・
省

略
」
の
い
ず
れ
の
表
現
も
敏
感
に
反
応
・
増
加
し
た
。 

・
い
づ
れ
を
か
花
と
も
わ
か
む
／ 

故
郷
の
か
す
が
の
原
に
ま
だ
消
え
ぬ
雪

（
ハ
）
（
巻
一
・
春
歌
上
・
二
二
・
凡
河
内
躬
恒
・
長
文
・
倒
置
表
現
） 

・（
私
ハ
）
か
く
て
こ
そ
見
ま
く
ほ
し
け
れ
／ 

万
代
を
か
け
て
に
ほ
へ
る
藤

浪
の
花
（
ヨ
）（
巻
二
・
春
歌
下
・
一
六
三
・
醍
醐
天
皇
・
短
文
・
省
略
表
現
） 

・
み
る
め
か
る
方
や
い
づ
く
ぞ
／ 

さ
を
さ
し
て
わ
れ
に
を
し
へ
よ
／ 

あ

ま
の
つ
り
舟
（
ヨ
）（
巻
一
一
・
恋
歌
一
・
一
〇
八
〇
・
業
平
朝
臣
・
呼
び
か

け
・
倒
置
表
現
） 

・
さ
さ
の
は
は
み
や
ま
も
そ
よ
に
み
だ
る
な
り
／ 

我
は
い
も
お
も
ふ
／ 

別
れ
き
ぬ
れ
ば
（
巻
一
〇
・
羈
旅
歌
・
九
〇
〇
・
人
麿
・
短
文
・
倒
置
表
現
） 

お
わ
り
に 

繰
り
返
す
が
、
こ
の
論
考
は
、
和
歌
（
短
歌
）
の
句
切
れ
が
い
つ
ど
の
よ

う
に
現
わ
れ
、
い
か
な
る
展
開
を
た
ど
っ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
さ
ら
に

歩
を
進
め
、
句
切
れ
が
い
か
な
る
表
現
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
か
を
分
析
・
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検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。 

㈠ 
松
田
論
文
の
補
正 

句
切
れ
が
な
ぜ
生
じ
た
か
に
つ
い
て
、
松
田
論
文
は
、
倒
置
、
呼
び
か
け
、

繰
り
返
し
の
三
表
現
を
成
因
と
し
た
が
、
倒
置
、
呼
び
か
け
は
と
も
か
く
、

①
繰
り
返
し
表
現
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
万
葉
短
歌
で
も
句
切
れ
の
二
％
程

度
に
過
ぎ
ず
、
繰
り
返
し
表
現
の
区
分
を
少
し
広
い
概
念
の
句
単
位
の
短
文

（
文
法
的
に
は
単
文
）
と
い
う
表
現
区
分
に
改
定
し
た
、
➁
多
数
の
デ
ー
タ

を
網
羅
す
る
た
め
、
倒
置
・
呼
び
か
け
・
繰
り
返
し
改
メ
短
文
の
三
つ
の
表

現
の
下
位
区
分
に
「
呼
び
か
け
・
倒
置
」
、「
長
文
・
倒
置
」
、「
短
文
・
倒
置
」
、

「
短
文
・
省
略
」
な
ど
を
追
加
し
た
。 

㈡ 

「
増
え
る
句
切
れ
」
の
初
出
歌
に
見
る
表
現 

万
葉
短
歌
の
う
ち
詠
歌
年
代
が
明
ら
か
な
二
〇
九
五
首
に
存
在
す
る
初
句

切
れ
、
三
句
切
れ
は
一
〇
九
回
・
一
三
％
を
数
え
る
。
こ
れ
を
起
点
に
、「
増

え
る
句
切
れ
」
と
し
て
の
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表

現
を
「
初
出
歌
」
と
い
う
形
で
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
万
葉
短
歌
で
は
つ
い
に

出
現
せ
ず
古
今
短
歌
ま
で
発
現
を
待
つ
こ
と
な
っ
た
表
現
に
、「
呼
び
か
け
・

倒
置
」
、
「
短
文
・
倒
置
」
の
二
区
分
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

㈢ 

「
減
る
句
切
れ
」
の
頻
出
歌
に
見
る
表
現 

万
葉
短
歌
の
う
ち
詠
歌
年
代
が
明
ら
か
な
二
〇
九
五
首
に
存
在
す
る
二
句

切
れ
、
四
句
切
れ
は
七
二
六
回
・
八
七
％
を
数
え
た
。
こ
れ
を
起
点
に
、
古

今
短
歌
以
後
、
二
句
切
れ
に
あ
っ
て
は
新
古
今
短
歌
の
一
七
五
回
・
二
一
％

ま
で
、
四
句
切
れ
に
あ
っ
て
は
拾
遺
・
後
拾
遺
短
歌
の
九
九
回
・
一
〇
％
ま

で
減
り
続
け
た
が
、
こ
の
「
減
る
句
切
れ
」
」
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
の
う
ち

に
あ
っ
て
な
お
も
増
え
続
け
た
表
現
を
「
頻
出
歌
」
と
い
う
形
で
抽
出
し
た

と
こ
ろ
、
①
減
り
続
け
る
二
句
切
れ
に
あ
っ
て
、
古
今
短
歌
、
拾
遺
・
後
拾

遺
短
歌
、
新
古
今
短
歌
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
増
え
続
け
た
表
現
は
「
長
文
・

倒
置
」
、「
短
文
・
省
略
」
の
二
区
分
、
➁
減
り
続
け
る
四
句
切
れ
に
あ
っ
て
、

古
今
短
歌
で
は
減
少
し
た
も
の
の
、
拾
遺
・
後
拾
遺
短
歌
で
再
び
増
加
に
転

じ
た
表
現
に
「
短
文
・
倒
置
」
、
「
短
文
・
省
略
」
の
二
区
分
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。 

㈣ 

ま
と
め
―
―
―
句
切
れ
と
表
現
と
の
関
係 

 

要
す
る
に
、
和
歌
（
短
歌
）
の
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

①
和
歌
（
短
歌
）
に
存
在
す
る
句
切
れ
の
割
合
（
正
確
に
は
、
短
歌
に
お

け
る
結
句
（
第
五
句
）
以
外
の
句
の
総
数
に
占
め
る
句
切
れ
の
総
数
の
割
合

を
い
う
）
は
た
か
だ
か
一
〇
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
短
歌
の
文
の
一
般
的
な
語

序
は
、
自
然
の
発
想
の
ま
ま
の
順
序
ど
お
り
に
句
切
れ
な
し
に
表
現
さ
れ
る

こ
と
、
そ
う
す
る
と
、
➁
和
歌
（
短
歌
）
の
句
切
れ
は
、
一
般
的
な
日
本
語

の
語
序
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
意
外
性
や
強
調
性
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
技
巧

的
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、 

㋐
「
増
え
る
句
切
れ
」
の
初
出
歌
の
表
現
が
呼
び
か
け
→
短
文
→
倒
置
の
順

で
発
生
す
る
の
は
、
単
純
な
表
現
か
ら
複
雑
な
表
現
に
向
か
う
動
機
を
、 

㋑
「
減
る
句
切
れ
」
の
頻
出
歌
の
表
現
が
、
初
出
歌
と
同
様
の
順
で
減
少
し

つ
つ
、「
短
文
・
倒
置
」
、「
短
文
・
省
略
」
の
表
現
に
限
っ
て
増
え
続
け
る
の

は
、「
減
る
句
切
れ
」
に
あ
っ
て
も
複
雑
な
表
現
を
保
持
し
た
い
と
い
う
動
機

（
表
２
）
を
そ
れ
ぞ
れ
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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（
注
） 

１ 
山
口
堯
一
・
鈴
木
日
出
男
編
『
全
訳
全
解
古
語
辞
典
』
平
成
一
六
・
一

〇
・
文
英
堂 

２ 

松
田
武
夫
「
修
辞
法
の
再
検
討
」『
月
刊
文
法
』
昭
和
四
四
・
二
・
明
治

書
院 

３ 

テ
ク
ス
ト 

⑴
万
葉
短
歌
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
（
昭
和
五
九
・
三
・

角
川
書
店
）
の
四
一
八
九
首
の
う
ち
詠
歌
年
代
が
明
ら
か
な
二
〇
九
五

首
（
土
屋
文
明
編
『
萬
葉
集
年
表
』
第
二
版
（
昭
和
五
九
・
三
・
岩
波

書
店
）
に
よ
る
。 

⑵
「
古
今
短
歌
」
、
「
拾
遺
短
歌
」
、
「
後
拾
遺
短
歌
」
、
「
新
古
今
短
歌
」
に

つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
一
巻
（
昭
和
五
八
・
三
・
角
川
書
店
）

に
よ
る
。 

 

４ 

西
端
幸
雄
「
語
彙
史
の
立
場
か
ら
見
た
『
拾
遺
和
歌
集
』─

使
用
語
句

の
性
格
を
統
計
的
に
見
る─

」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
１
４
』
平
成
六
・
八
・

和
泉
書
店 

５ 

上
野
理
『
後
拾
遺
集
前
後
』
昭
和
五
一
・
四 

笠
間
書
院 

６ 

小
町
谷
照
彦
校
注
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
７
『
拾
遺
和
歌
集
』
平
成

二
・
一
・
岩
波
書
店
・
「
解
説
」 

７ 

菊
地
靖
彦
『
古
今
的
世
界
の
研
究
』
昭
和
五
五
・
一
一
・
笠
間
書
院 

８ 

拙
稿
「
和
歌
に
お
け
る
文
の
構
成─

「
増
え
る
三
句
切
れ
」
と
「
減
る

四
句
切
れ
」
の
展
開
と
相
関─

に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
解
釈 

九
・
一
〇

月
号
（
第
六
一
巻
）
』
解
釈
学
会 

９ 

拙
稿
「
和
歌
の
句
の
終
わ
り
に
現
わ
れ
る
接
続
助
詞─

「
ば
」
か
ら

「
て
・
し
て
」
へ
の
変
遷─

」（
『
解
釈 

九
・
一
〇
月
号
（
第
五
九
巻
）
』
解

釈
学
会 

 



表1　和歌(短歌）の句切れに見る表現別増減（実数・構成比）

表現区分

表現区分の下位
区分

呼びかけ 短文 短文・省略

下位区分の説明

句切れ区分

(1) (－） (0) （－） (1) (0) (2)
(47) (－） (16) （－） (26) (11) (100)

A 9 - 3 - 5 2 19
(2) (1) (3) （－） (5) (0) (11)

(14) (7) (27) （－） (49) (3) (100)
C 13 6 24 - 44 3 90

(3) (1) (3) （－） (6) (0) (13)
(20) (5) (25) （－） (45) (5) (100)

A+C 22 6 27 - 49 5 109
(2) (1) (4) (0) (29) (8) (44)
(5) (2) (8) (1) (66) (18) (100)

B 18 6 30 4 241 66 365
(1) (4) (5) (20) (10) (3) (43)
(1) (11) (11) (46) (24) (7) (100)

D 5 38 41 167 86 24 361
(3) (5) (9) (20) (39) (11) (87)
(3) (6) (10) (24) (45) (12) (100)

B+D 23 44 71 171 327 90 726

(5) (6) (12) (21) (45) (11) (100)
A+B+C+D 45 50 98 171 376 95 835

(2) (0) (1) （－） (1) (0) (4)
(35) (5) (20) （－） (30) (10) (100)

A 7 1 4 - 6 (2) 20
(2) (1) (7) (1) (22) (2) (35)
(6) (4) (19) (2) (62) (7) (100)

C 9 6 31 4 101 11 162
(3) (1) (8) (1) (23) (3) (39)

(9) (4) (19) (2) (59) (7) (100)
A+C 16 7 35 4 107 13 182

(3) (3) (6) (5) (16) (10) (43)
(6) (6) (13) (11) (38) (25) (100)

B 13 13 27 22 75 49 199
(0) (2) (10) (1) (4) (1) (18)
(2) (9) (59) (5) (21) (4) (100)

D 2 7 47 4 17 3 80
(3) (5) (16) (6) (20) (11) (61)
(5) (7) (27) (9) (33) (19) (100)

B+D 15 20 74 26 92 52 279

(7) (6) (24) (6) (43) (14) (100)
A+B+C+D 31 27 109 30 199 65 461

(1) (2) (3) (0) (1) (2) (9)
(9) (20) (31) (6) (9) (25) (100)

A 9 20 30 6 9 25 99
(2) (2) (8) (3) (23) (10) (48)
(4) (4) (16) (6) (49) (21) (100)

C 21 22 82 31 246 105 507
(3) (4) (11) (3) (24) (12) (57)
(5) (7) (19) (6) (42) (21) (100)

A+C 30 42 112 37 255 130 606
(1) (2) (6) (3) (10) (11) (33)
(3) (5) (20) (9) (29) (34) (100)

B 9 19 70 33 102 117 350
(0) (2) (3) (2) (2) (2) (10)
(3) (14) (29) (21) (14) (19) (100)

D 3 14 28 21 14 19 99
(1) (3) (10) (5) (11) (13) (43)
(3) (7) (22) (12) (26) (30) (100)

B+D 12 33 98 54 116 136 449 [1055] [2554]

(4) (7) (20) (9) (35) (25) (100)
A+B+C+D 42 75 210 91 371 266 1055

(1) (2) (4) (0) (1) (4) (12)
(7) (21) (30) (1) (11) (30) (100)

A 7 22 31 1 12 31 104
(2) (3) (10) (1) (25) (9) (50)
(4) (5) (19) (2) (52) (18) (100)

C 16 23 81 7 218 76 421
(3) (5) (13) (1) (27) (13) (62)
(4) (9) (21) (2) (44) (20) (100)

A+C 23 45 112 8 230 107 525
(1) (2) (6) (0) (8) (4) (21)

(4) (8) (27) (2) (39) (20) (100)

B 7 15 47 3 68 35 175
(1) (4) (5) (3) (3) (1) (17)
(3) (25) (33) (16) (16) (7) (100)

D 5 35 47 22 22 10 141
(2) (6) (11) (3) (11) (5) (38)
(4) (16) (30) 88) (28) (14) (100)

B+D 12 50 94 25 90 45 316

(4) (11) (25) (4) (38) (18) (100)

A+B+C+D 35 95 206 33 320 152 841

注１　上表中「長文」は、短歌１首の長さの文を、「短文」は１句以上４句以下の長さの文をいう。

　　2　上表中「合計」欄のアミカケは、万葉短歌、古今短歌、古今短歌から新古今短歌への転換期に相当する拾遺・後拾遺短歌の合計、

　　　新古今短歌における初句切れ、三句切れの合計比（％）と二句切れ、四句切れの合計比（％）を示す。
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拾
遺
・
後
拾
遺
短
歌

初句切れ

四句切れ

初句切れ

句切れ計

初句切れ

初句切れ

三句切れ

二句切れ

四句切れ

合計呼びかけ・倒置 長文・倒置 短文・倒置 句切れの発現率（％）

呼びかけの述部の
倒置・対象の省略

長文の述部の倒置 短文の述部の倒置 単文

呼びかけ表現 倒置表現 繰り返し表現→短文表現

呼びかけの対象
短文の成分の省
略・その他

短
歌
区
分

新
古
今
短
歌

句切れ計

万
葉
短
歌

古
今
短
歌

句切れ計

句切れ計

835/2095×4   ×100≒10

461/1091×4   ×100≒11

84１/1978×4   ×100≒11

509＋546/（1336＋1218）×4
×100≒10

三句切れ

二句切れ

四句切れ

三句切れ

二句切れ

四句切れ

三句切れ

二句切れ



表２　和歌(短歌）の句切れに見る初出表現と頻出表現

表現区分

表現区分の下
位区分

呼びかけ 短文 短文・省略

下位区分の説明

句切れ区分

～672 ～天武元
8-1465 673 天武2

～710 ～和銅3
4-571 3-344 711 和銅4

6-957 5-797 ～733 ～天平5
4-748 734 天平6

8-1562 ～759～天平宝字3
8-1419

2-172 1-22 (2-115)
1-68 3-294

19-1781
3-288

8-1621

2-85
1-11 2-87

(8-1465)
1-73 3-263 3-238 1-70

9-1665 2-85
1-4 4-486 1-8

(2-172) 3-256 1-28
4-491 2-163 2-160

760 天平宝字4
～808 ～大同3

(8-377) 809 大同4
～849 ～嘉祥2

3-152 18-969 850 嘉祥3

18-970 (3-152)
～890 ～寛平2

初句切れ 7-349 (3-152)
A 18-961

三句切れ (18-970)
C 3-135 13-657

1-10 (18-984)
A+C

二句切れ 2-77 9-411 12-618
B 6-334 16-848

四句切れ 16-847
D 12-582

19-1012 5-285 13-667
B+D

初句切れ 後拾1-2 拾1-36 後拾1-79
A 拾12-771

三句切れ 拾3-177
C 後拾1-20 拾1-54

拾2-117 拾7-385 拾12-749
A+C 後拾1-90

二句切れ
B 後拾1-43 拾1-19

四句切れ 拾3-174
D 後拾4-263

B+D 拾19-1245
初句切れ 4-336 9-858

A 8-822 3-190
三句切れ 1-41 17-1591

C 17-1626 15-1405
1-51 15-1388 1-41 18-1807

A+C
二句切れ

B 1-22 2-163
四句切れ 11-1080 10-900

D 13-1213
2-150 5-447

B+D

注 1 上表中「長文」とは、短歌1首の長さのひと続きの文を、「短文」とは短歌の1句以上4句以下の長さの文をいう。
2 上表中「初出」欄及び「頻出」欄の「数字－数字」は、当該歌の「巻数－歌番号」を示す。

また、各欄の上段は２回以上の句切れを有する一首、下段は1回の句切れを有する一首を示す。
3 上表中「頻出」欄の「減少」は、例えば万葉短歌に対する古今短歌において、表１「和歌(短歌）の句切れに見る表現増減」の

①各句切れの「合計」を100とした場合の表現別構成比、②「句切れ計」の「合計」を100とした場合の各句切れの表現別構成比のいずれも減少した場合を、
「斜線」はいずれか一方が減少していない場合を示す。

4 上表中「万葉短歌」の「年代順」は、針原孝之、山崎正之、雨海博洋、神作光一著『資料日本文学史　上代中古編』（昭和51．3．桜桐社）による。
5 上表中「古今短歌」の「時期区分等」は、小沢正夫編著『作者別年代順古今和歌集　増補版』(平成2．9．明治書院）「古今集歌調の展開」による。
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古
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歌
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転
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期
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歌
風

拾
遺
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後
拾
遺
短
歌

古
今
歌
風

古
今
短
歌

Ⅰ

呼びかけの述部
の倒置・対象の
省略

長文の述部の倒
置（主部の省略）

短文の述部の倒
置（主部の省略）

単文
短文の成分の
省略・その他

万
葉
歌
風

万
葉
短
歌

呼びかけの対象

歌
風
区
分

短
歌
区
分

初
出
・
頻
出
区
分

初
出

頻
出

頻
出

年代順・時期区分表

(西暦） (和暦）

初句切れ

二句切れ

四句切れ

呼びかけ表現 倒置表現 繰り返し表現→短文表現

呼びかけ・倒置 長文・倒置 短文・倒置

新
古
今
短
歌

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

初句切れ

三句切れ

初
出

頻
出

三句切れ

減少

減少

減少

減少

減少

Ⅳ

(省略）

(省略）
Ⅰ

Ⅱ

上代

読人
しら
ず

六
歌
仙

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

減少

後拾1-107

(省略）

（省略）

減少

減少

減少

減少減少

減少

減少

減少

減少

減少
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